
東野小学校 学校だより      令和７年６月２日 №17 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

し ん    りょく 

今回は真力（真骨頂を発揮する力）です。「真骨頂を発揮する」とは、その人が本

来持っている実力を最大限に発揮したり、本来の姿や能力を開放したりするという

意味です。本校の児童はみんな内に秘めた素晴らしい力を持っています。しかし、

いつもそれを発揮しているわけではありません。出し惜しみをしているわけではな

いと思いますが、どのように自分の持っている力をしっかりと出すのか、出し方が

わからない児童も多くいます。先生方や保護者の皆様、地域の皆様のちょっとした

声掛けや励ましの言葉から子供たちは勇気をもらい、その言葉が自信となって児童

一人一人が真骨頂を発揮するようになります。これからどんどん協力のお願いをし

ていきたいと考えています。学校や児童に関わる全ての大人がそれぞれの真骨頂を

発揮していただけると、児童はもっともっと真骨頂を発揮するようになると思いま

す。是非ともお力をお貸しいただければと思います。 

平田白水郵便局長さんのように、子供たちと一緒に遊んでいただけるのも学校応

援隊の活動として大変ありがたいです。今後は、授業の中で数をかぞえていただいた

り、頑張っている姿に「がんばっているね」と声をかけていただいたり、これまでの

ように校外学習に同行していただいたりと学校からも積極的に発信していく予定で

すのでその際はよろしくお願いいたします。 

学校運営協議会の様子 

学校応援隊の白水郵便局の平田局長さんは昼休憩に野球に

参加していただいています！子供たちが打ちやすい球を投

げてくださいます。子供たちの野球熱も上昇中です！！ 

第１回学校運営協議会が行われました。今年度の学校

経営方針や取組について説明し、ご意見をいただくとと

もに、学校応援隊の拡大と活動の活性化についてお願い

をしました。委員からは「学校は敷居が高い…」という

ご意見をいただきましたが、いつでも涼みに来ていただ

くだけでもご来校いただき、多くの方に関わっていただ

きながら学校運営をしていきたいとお伝えしました。応

援隊の部屋もあります。お気軽にお越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新体力テストの練習を体育朝会や体育の時間で行っています。児童は、種
目別に測定の仕方や体の動かし方などを先生方からのアドバイスをもとにポ
イントを絞って練習をしています。特に、ソフトバール投げなどは、ボールを
投げる角度や上の振り方でその飛距離がずいぶんと変わってきます。その種
目のポイントをとらえて練習することで、一人一人の真骨頂が発揮されやす
くなると思います。記録を測定する際に存分に発揮してほしいと思います。 

投げる時しっかりと腕を振ります 目標に向かって山なりに投げるよ 

興味をもって観察中！ 
触った感じはどうかな 

岡田先生から説明を聞いています こんなにたくさんの生き物に
出会うことができました 

岩の下に何かが…潮だまりにも
様々な生き物がいました 

投げるフォームが良くなってき
ました 

平田先生が調べてくださって
います 

先生も児童も真剣そのものです 

 「大崎上島学」で４年生が「海の生き物探検」に行きました。大串海岸は生
き物の宝庫で、子供たちは名前のわからない生き物を捕まえると、専門家と
してご指導いただいた平田先生と岡田先生にその生き物の名前を尋ねに行く
など積極的に活動しました。生き物が好きな児童は、ここぞとばかりに真骨
頂を発揮して、目を輝かせて生き物を観察していました。東野小学校にも
「HES 水族館」があるので、新たな生き物が増えるといいなと思いました。 


